
平成３０年度　施策評価シート

３ 施策の評価及び判断理由

【上記の判断理由】

墨田区らしい男女共同参画社会の実現をめざし、施策を総合的かつ計画的な推進が図られているため。

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】

墨田区男女共同参画推進プラン第５次（平成３１年度～平成３５年度）の策定にあたり、社会情勢の変化や現状の認識か
ら得られた課題に対して有効性の高い男女共同参画施策の検討を進める。

施策の戦略的方向性一次評価

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。

H32 H33 H34 H35 H36

H29

H28

総事業費推移（千円）

46,196

47,144
　審議会等の女性委員の割合は、２７％の横ばい状態から平成２９年度は２８.８％と増加がみら
れた。
　すみだ女性センターにおける利用者数の増加や男女共同参画意識の向上には、講座等開催
事業における男性の参加率の向上を図る必要である。
　ＤＶ相談の案件は、複雑化、高齢者化が進んでいる。
　ワーク・ライフ・バランス及び女性活躍に関する区内事業者実態調査（平成２８年度実施）、男
女共同参画等に関する区民意識調査（平成２９年度実施）を基礎資料として、平成３０年度に男
女共同参画推進プランを改定する。

H30

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

目標

目標

実績

55.00

49.2

60.00

基本目標

政策 530 世界の平和を願い、人権を尊重するまちをつくる

H32 H33 H34 H35 H36 H37H30 H31H29

区民と区が協働で「すみだ」をつくるⅤ

基準年(H28)

施策 532 男女共同参画を推進する

施策の目標
　女性と男性が互いにその人権を尊重し、責任を分かちあい、性別に関わりなく、
仕事、家庭、地域のあらゆる分野で参画する機会が確保され、個性と能力を発揮
できる社会となっています。

１ 基本計画における成果指標の状況

評価

Ｂ

○

指　標　名

最終評価

○

実績

H37
60.00

基準年(H28) H29 H30 H31
62.50

65.6

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

「家庭や社会での役割が、性別で固定されている」と思う区民の割合

指　標　名

理由

墨田区男女共同参画推進プラン進捗状況の結果を踏まえ、一定の効果はあったと判断する。



男女共同参画の推進・普
及・啓発（プラン改定含む） 6,170

4

6,217

3 女性センター事業 39,615

―

2 6,628

75,139

―

―

ワーク・ライフ・バランス
や女性の活躍を推進するこ
とで、女性も男性も性別に
かかわりなく個性と能力を
あらゆる分野で発揮できる
男女共同参画社会の実現に
つながる。

35,524

区民の男女共同参画意識向
上に資する事業を実施する
ことで、家庭、地域等様々
な場で、性別等に制限を受
けずに個々が活躍する機会
を得ることができ、男女共
同参画社会の実現が進めら
れる。

ワーク・ライフ・バランス
推進事業

411

1

施策への関連性

改善・見直し

平成２８年度

現状維持

平成２８年度

11,545

改善・見直し

平成２８年度

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

直近の評価内容

評価結果
人コスト
（千円）

歳　出
総　額

（千円）

17,715

30%

28.80%

男女共同参画の意識啓発・
取組の推進を図ることによ
り、男女共同参画社会が実
現する。

目的に対する指標

年度目標値

年度実績値

番号
歳　出
決算額

（千円）
事務事業名

7

12

11

10

9

8

6

5

―

評価対象年度


